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・トーハングループの2020年度連結業績は増収増益で⿊字決算となりました。
・主な要因は、コミックの売上伸⻑やコロナ下の巣ごもり需要による出版流通事
業（取次・書店）の売上増加と、返品の減少による物流コストの改善です。
・連結子会社は29社（前期比＋1社）、持分法適用会社は12社（同数）です。但
し、期中の清算・譲渡にともない、期末時点ではそれぞれ27社・11社となって
います。
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・連結子会社29社、持分法適用会社12社の一覧です。
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・トーハングループの経常損益を事業セグメント別に整理しました。
・「出版流通事業」では、トーハン単体で赤字状態ですが、赤字幅は前期より縮
⼩しています。要因としてコミックの売上伸⻑や巣ごもり需要による売上の増加
と、施策効果による返品減少があり、同様に書店系連結子会社も⿊字化していま
す。しかし、これらはコロナ下の一時的な要因と考えられ、引き続き、今後の出
版流通事業の収支構造改善に向けた取り組みが急がれる状況にあります。

・「不動産事業」は安定した利益を上げており、今後も旧本社跡地をはじめ活用
物件の増加により収益の確保を見込んでいます。

・「新規事業」はフィットネス事業、コワーキングスペース事業が該当します。
初期投資が先行する中で、コロナ禍の影響もあり2020年度は赤字解消には至っ
ておりません。
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・書店マーケットの堅調な推移による売上の増加と、返品減少によるコスト圧縮
効果により、増収増益となりました。
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・2020年度の市場環境を振り返ると、4月は緊急事態宣言による書店の休業や雑
誌の発売延期などにより、出版物の売上が減少しましたが、5月以降は郊外や商
店街など読者の生活圏内に立地する書店を中心に、売上が増加しました。
・特にコミック作品『⻤滅の刃』を中心に売上が大幅に増加し、コミックとマル
チメディア商品で138億円以上の売上となりました。
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・好調な市場環境を反映し、前期と比べてコミックの売上構成比が3.2ポイント
増加した一方、雑誌の売上構成比が30％を下回りました。ただし全体的な売上
原価には大きな変動はありません。
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・物流コストの状況です。
・実売につながる精度の高い送品施策に取り組んできた結果、返品率は低下して
いますが、コスト単価の上昇に伴い、運賃はほぼ横ばい、業務委託料は増加傾向
にあります。
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・人件費については、減員が続く状況とパラレルに推移しております。
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・特別利益および特別損失には、営業体制の再構築や不動産活用に伴う、固定資
産の売却益・除却損などを計上しております。
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・書店系子会社の状況です。
・書店系連結子会社13社のうち、店舗を運営し実質的に活動している8社の概況
は、コロナ下の市場環境を反映し、単純合計で売上前年比106.8%となりました。
・郊外を中心に店舗展開している法人が前期を上回る売上となった一方、大都市
ターミナル駅や商業施設内が中心のブックファーストは、店舗休業と来店客の減
少により、前年度売上を下回りました。
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・不動産事業では、中期経営計画REBORNを開始した2019年度以降、物件の活
用や売却を進めてきた結果、高収益力物件の占める割合が31.6%から69.4%まで
上昇しました。
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・旧本社跡地の開発計画は、4月9日に概要を発表いたしました。
・6月から解体工事を開始し、新しい建物の完成は2024年11月となる予定です。
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・新規事業と位置付けているフィットネス事業、コワーキングスペース事業につ
いては、コロナの影響を受け出店計画を再検討しておりますが、いずれもユー
ザーからは高い評価を頂いており、今後も市場性・成⻑性は⼗分に見込まれると
判断しています。コロナ後を見据え、書店併設型など、書店との関連性も重視し
ながら展開してまいります。
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・弊社の中期経営計画REBORNの全体図です。横軸が現在から未来への時間軸、
縦軸が本業から新規事業までの幅を表現しており、具体的な取り組みをマトリッ
クス上に配置したものです。
・本日の説明会では、運賃高騰を受けての出版社との協議状況と、メディアドゥ
との資本業務提携によるデジタル領域の取り組みについて触れます。
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・送品の精度を高め返品は減少しているにもかかわらず、物流コスト（運賃・業
務委託料）は増加傾向にあります。
その要因は運賃の増額改定をはじめ、物流単価の上昇によるところが大きく、
2019年度と2020年度の比較では、運賃単価改定等により1,120百万円のコスト増
加がありました。
・これに対し、実売率を高めるために送品内容の精度向上に取り組み、送品前年
比98.6%・返品前年比90.2%と流通の効率化を進めた結果、681百万円の物流コ
スト圧縮につながりました。

・また、資料には記載していない試算として、2020年度の売上前年比104.0%を
実現するために、送品前年比・返品前年比とも104.0%であった（返品率の改善
が図られなかった）と仮定した場合、想定物流量は増加し、単価上昇を加味した
運賃・業務委託料の増加は2,150百万円と考えられます。
・この試算と比較した場合、2020年度実績との比較において、返品率改善によ
る物流コスト圧縮効果は1,468百万円と試算しております。
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・運賃単価の上昇が続き、2020年度はキログラム当たり平均39.3円となり、運
賃上昇への対策が急務となっております。

16



・全国の書店を通じて読者に本が届く仕組みは、出版文化の普及向上の大前提で
あり、出版業界全体にとって最も重要なインフラです。
・出版流通ネットワークは、将来を見据えた抜本的改革が求められており、弊社
としてはマーケットイン型流通を提唱し、その実現に取り組んでおります。
・一方、当面の流通ネットワーク破綻を防ぎ、日々読者に本を提供していくため、
すべての出版社に対し、運賃急騰への対応策への協力をお願いしております。
・出版社の間に理解が広がり、現在およそ半数の社から前向きな回答をいただい
ております。
・出版業界全体のインフラであることに鑑み、負担の公平性を担保するため、今
後も個別の出版社との協議を続けてまいります。
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・メディアドゥとの資本業務提携については、3月25日に発表いたしました。
・弊社が書店に提供するソリューションの中で、この提携はデジタル領域かつ
Bookの象限に該当します。
・現在、メディアドゥとの間では主に四つのテーマで事業化の検討を進めており
ます。今後、進捗に応じて適宜情報を発信してまいります。

・このページの図は、トーハンの書店向け施策を「リアル／デジタル」、
「BOOK／Non-BOOK」の軸で整理し、加えて全カテゴリにかかわる店舗オペ
レーションの効率化施策を2軸の交点に置いてご紹介しています。

（１）紙の出版流通でのアプローチ
・「365Books」…弊社が書店に毎週提供しているプロモーションガイド
・「大型有料企画」…大型商材等とコラボした店頭集客・販売企画。参加書店に
も実費を一部負担いただくので「有料」と呼称

（２）リアル領域で、本以外の商材によるアプローチ
・デルフォニックス、マリモクラフトと共同で、商品開発・ポップアップショッ
プの展開

（３）デジタル領域で出版関連の商材によるアプローチ
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・メディアドゥとの提携を通じ施策推進

（４）デジタル領域で本以外の商材によるアプローチ
・ラテグラと共同で、デジタル技術を活用したイベント等を企画し、店頭活性化
を図る

（５）店舗運営の効率化
・セルフレジの開発、書店用コールセンターの拡充（注文状況問い合わせ対応な
ど）
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・最後に、役員の選任についてお知らせいたします。
・就任日は、弊社の定時株主総会が開催される6月29日付となります。
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・連結貸借対照表、連結損益計算書
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・単体貸借対照表、単体損益計算書、商品種別売上高、返品率
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